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新しい年の始まり 
校 長  柿沼 隆一 

 新年あけまして おめでとうございます。 

昨年は新型コロナウイルスによる感染症に振り回された1年

でした。今年は生徒たちが落ち着いた学校生活を送れることを

期待していましたが、新年を迎えるころから連日感染者数が増

え続け、1月 7日に政府は緊急事態宣言を東京都と神奈川県な

ど 3県に発令しました。昨年とは異なり、学校は今のところ一

斉休校にはしない方針ですが、部活動は原則校内で活動するこ

ととし、対外試合は見合わせることになりました。学校生活は

これまで通り、感染症予防を徹底して通常の教育活動を行って

いきますが、ご家庭では引き続きお子様の体調管理など、ご協力をお願いします。 
 

3 学期が始まり、書初めを教室の壁に貼りました。毎年、書初めは国語科の冬休み 

の宿題として出されており、5，6組の生徒は授業中に取り組んだものを貼りました。 

上手い下手は別として、一つ一つの作品に書いた人の特徴が表れているように感じ 

ます。私は紙いっぱいにのびのびと書かれている字に魅力を感じますが、実際に書い 

てみるとなかなかそうはいきません。私も正月に「今年こそは良いことがありますよ 

うに」という思いをこめて書初めを書き、始業式で紹介しました。 

 

本宿中学校では４年前から、アフリカの国と交流する「1校 1国」の取り組みを 

行っており、その一環としてガーナの中学生と 1枚の壁画を描く取り組み「アート 

マイル国際協働学習プロジェクト」に参加してきました。今年度もこの活動を行う予定で

したが、感染症の流行によりそれがかないませんでした。昨年の 12 月から過去に描いた壁

画を 2 階の図書室前のロビーに展示していました。その中の令和元年度に制作した壁画を

見ると、ガーナの中学生は牛などの動物やヤシ

のような植物や大きな太陽などを描いていま

す。それに対して、本宿中学校の生徒は桜や雪な

ど四季の様子や富士山や日の丸を描いており、

その対比がとても興味深い壁画です。これから

の世の中を背負っていく中学生が、いろいろな

国の人とともに生きていくために、日本とは異

なる様々な国があることを感じてほしいと思い

ます。令和 3年度以降もぜひ、本宿中学校として

この活動を続けていきたいと考えています。 

 

まだ寒い日がしばらくは続きますが、暖かい 

春の訪れを信じて、感染症に負けないように対  左半分がガーナの中学生、右半分が本宿中 

策を徹底していきますので、ご協力をよろしく 

お願いします。 
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各学年主任の先生より 

 今年最初の学校だよりは、３人の学年主任の先生からのメッセージでスタートします。

各学年のまとめ役となる先生が、それぞれの学年の現状やこれからに向けての想いを綴り

ましたのでご覧ください。 

 

階段の最後まで上がったかな？ 
 

３学年主任 星 浩二 
 

入学してからはや３年が過ぎようとしています。３月の新型コロナによる緊急事態宣言

による休校が３カ月続き、６月に実施予定だった修学旅行は 11 月に延期となり(結局最後

は中止になってしまいました…)、９月の体育大会(昨年度までは体育祭でした)は実施され

たものの縮小開催、文化発表会(これまた昨年度までは芸術祭でした)は合唱が自由曲の１

曲のみと、「中学生最後の」学校生活や行事は寂しいものになってしまいました。しかし、

１年生のときは訳もわからずただ教員についていっただけ(？)の生徒たちも、さすが３年

生、自分の力でやってみようとする姿が昨年度よりも多くの場面で見られるようになりま

した。一人ひとりが中学校生活の中で大きく成長したのだなあと感じています。 

この後、いよいよ進路決定です。１月の私立推薦入試に始まり、２月の公立学力検査・面

接・自己表現検査まで、あっという間です。未だに志願先を迷っている生徒もいるようで

すが、ほとんどの生徒が目標に向かってがんばっています(きっと、たぶん、う～ん…)。も

ちろん全員が第１希望の学校に合格してほしいと願っていますが、たとえどんな結果にな

るとしても、この義務教育終了時の進路選択という大きな経験を通して、ますます成長し

てくれることでしょう。 

本宿中学校３年生、入学してから一歩ずつ一歩ずつ着実に階段を上

がってきました(結局３年間同じ締めくくりになってしまいました)。

とうとう階段の最後まで上がったかな？ 

 

 

１年の締めくくり（２年目の振り返り） 
 

２学年主任 藤井 英之 
 

新年あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。 

さて、昨年の 2 月下旬に突然の一斉休校発令を受けてから 1 年が経とうとしていま

す。昨年以上に感染症拡大が目に見える中での教育活動継続にあたり、我々教職員一同は

生徒をはじめ家庭、地域とともに手を携えながらこの困難を乗り越えていきたいと思って

いますので、引き続きご理解とご協力をお願いします。 

2 学年の様子ですが、4・5 月の休校期間中に課題の受け取りや、教育相談に全員が取

り組むことができました。また、6 月前半の分散登校にもしっかりと対応できました。そ

して 6 月後半からの一斉登校、7 月からの部活動再開時にもそれぞれの生徒が感染症対

策をとりながら、現在まで無事に教育活動を継続することができています。ひとえに家庭

や地域のご支援があってのことだと感謝いたしております。今後も家庭や地域のみなさま



3 

 

にお願いすることも出てくるかと思いますが、何卒ご協力のほど、よ

ろしくお願いします。 

現在は最上級生になるにあたっての心構えを育てているところで

す。主に「学習への取組状況の改善」「キャリア教育（卒業後の進路）

の充実」と「自他を認める心の醸成」が挙げられます。学習活動や学

校行事、学年行事など、制限のある中で「何もできない」ではなく

「何ができるのか」を学年職員で思案に暮れているところです。生徒は我々の投げかけに

一生懸命応えています。この前向きな気持ちで年度末をしっかりと締めくくり、義務教育

最終章のスタートを万全な状態で迎えられるようにしたいと考えています。 

 

道 
 

１学年主任 イノウエ 啓子 
 

詩人、高村光太郎の詩で私がとても好きな詩です。あなた

が歩いた、その道が、あなたの「進路」になります。あなた

が選んだ、その生き方が、あなたの「将来」を決めるのです。

誰が決めるのでもない。だれのせいでもない。全部、あなた

の人生です。「環境」にふりまわされるだけなら、環境が、あ

なたの人生の主人公ということになってしまいます。それで

はつまらない。あなたの人生を決める主人公は「あなた自身」なのです、とそんな声が聞

こえてくるようです。中学生は本当に忙しいと思います。授業に部活動に塾に習い事に・・・。

家に帰って、夕食をとったら寝るまでもあと何時間あるのか・・・。２時間？３時間？人

はみな同じく１日が２４時間しかありません。その時間をどのようにアレンジして使おう

かという意識があるか、ないかが鍵となるように思います。そうして考えて計画をたて、

時間を使うことができたら、自分の目標にも近づき、自分の好きなことや趣味にも費やせ

る「わく」もでき、より充実した日々になるのではと思います。 

このコロナ禍に、この虹学年（赤学年）は小学校の卒業式、中学校の入学式と教育の節

目にその影響を受けました。そしてまだ、続いています。でも、だからといって下を向い

ていくのではなく、できることは何だ、制約の中でも楽しめることは何だ、と前を向いて

取り組んでいこうとする方が何倍も元気がでます。 

虹学年は転校する友達に学年全体で歌を歌い、エールのメッセージを送り、転入してき

た友達を拍手で迎える心根の優しい学年です。行事をみんなで全力で楽しみ、叱られる時

や、注意される時は「はい。」と返事のできる学年です。これからも辛いことも、苦しいこ

とも、楽しいことも、嬉しいこともみんなで口にし、励まし合いながら、共に気持ちを分

かち合える学年集団であり続けたいと思います。あと３ヶ月 

もすれば２年生。新１年生も入ってきます。虹学年、頑張り 

ます。 

地域、保護者の皆様、新型コロナウイルスの感染拡大に 

よる未曽有の事態の只中にありますが、子どもたちのため 

に、本年もよろしくお願いいたします。 

僕の前に道はない 

僕の後ろに道は出来る 

高村光太郎 
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１２月・１月の本宿中の取組 

 １２月から１月にかけての本宿中での取組をご紹介します。さまざまな学習会や行事に

意欲的に参加する本宿中の生徒の姿が素晴らしかったです。 
 

１２月７日（月）１０日（木）安心・安全教室 

 旭警察署・生活安全課少年係班長の小野衣里子様を講師にお迎えして、７日に１年生、

１０日に２年生を対象に実施しました。１年生には SNS を中心としてスマートフォンの使

い方、２年生には１年生の内容に加え、アルコールやたばこ、薬物についてもご講演いた

だきました。他人事ではなく自分事としてとらえ、これからも行動してほしいと思います。 
 

１２月１８日（金）２１日（月）２２日（火）球技大会 

 １２月１８日からは各学年の球技大会を実施しました。 

例年はこの時期には行っていませんでしたが、今年度は  

さまざまな行事がキャンセルとなる中、生徒たちが中心 

になって企画運営をしました。３日間とも天候に恵まれ、 

クラスの団結を深める様子が見られました。 
 

１月１３日（水）２年生百人一首大会（優勝：２年２組） 

１月１４日（木）１年生百人一首大会（優勝：１年１組） 

 日本のお正月の伝統でもある百人一首大会を体育館で行いました。両学年とも国語の時

間の練習から白熱した姿が見られ、本番でも上の句で札をとっている生徒が多くいて驚き

ました。また、日本文化の素晴らしさに触れられるよい機会にもなりました。 

 なお、安心・安全教室、百人一首大会ともに、３年生は受験終了後の時期に実施します。 

 

 

 

 

 

 

【２月の予定】 

２／ １（月） ３年生 学年末テスト（国・社・数・理・英） 

  １２（金） 新入生保護者説明会（15:30～） 

  １５（月）・１６（火） １・２年生 学年末テスト 

１日目 数・社・英・保体  ２日目 国・理・技家 

   １５（月） 公立高校 学力検査 

   １６（火）・１７（火） 公立高校 面接試験等 

   １８（木）・１９（金） 新入生体操着等販売（各日とも 16:00～） 
 

２２日（月）に予定していた授業参観・学級懇談会は、感染症拡大防止のため中止といた

します。ご理解いただきますよう、お願いいたします。 


